
し
郷
社
ノ
程
罰
賢
に

示
診
　
…
…
… j

￥
]

。
。
｝
だ
き
、
嬉
し
か
っ
た
。

ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
波
茂
　
　
　
台
湾
国
際
衛
生
行
動
隊
は

一
　

３
月
9
7
一
日
。
台
湾
の
首
都
外
務
省
と
保
健
省
で
構
成
さ

丁
台
北
で
創
設
３
周
年
を
迎
れ
て
い
る
政
府
系
人
遣
支
援

一
え
た
台
湾
国
際
衛
生
行
動
隊
の
医
療
団
体
で
あ
る
。
0
8
年

一
と
災
害
協
定
を
締
結
し
た
。
５
月
に
発
生
し
た
中
国
・
四

一
式
典
に
は
台
湾
政
府
の
外
川
大
地
震
の
時
に
も
救
援
医

　
務
、
保
健
大
臣
を
は
じ
め
各
療
活
動
を
実
施
し
た
。
台
湾

　
国
の
大
使
が
参
列
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
　
と
正
式
な
国
交
の
な
い
国
に

　
Ａ
と
の
協
定
を
紹
介
し
た
大
谷
積
極
的
に
医
療
チ
ー
ム
を

　
き
な
垂
れ
幕
を
背
景
に
、
台
派
遣
、
２
週
間
交
代
で
長
期

　
湾
国
際
衛
生
行
動
隊
の
ア
ジ
間
の
医
療
活
動
も
行
っ
て
い

　
ア
や
中
南
米
に
お
け
る
災
害
る
。
幾
多
の
大
病
院
で
構
成

緬
援
医
療
活
動
の
実
績
と
国
す
る
台
湾
病
院
協
会
が
人
材

　
際
社
会
に
対
す
る
貢
献
が
紹
を
提
供
す
る
。
台
湾
の
医
師

　
介
さ
れ
た
。
　
ゝ
　
″
″
　
　
　
　
　
は
欧
米
留
学
経
験
者
が
多

　
一
壇
上
で
署
名
す
る
前
に
ス
く
、
非
常
に
臨
床
レ
ペ
ル
が

　
ビ
ー
チ
を
求
め
ら
れ
た
。
「
ア
高
い
。
／

　
ジ
ア
人
同
士
が
再
び
決
し
て
　
　
さ
ら
に
、
中
国
文
化
を
基

　
。
武
器
を
持
っ
て
戦
っ
て
は
い
本
と
し
て
日
本
文
化
も
受
け

　
け
な
い
。
世
界
が
経
済
成
長
入
れ
て
お
り
、
海
外
事
情
に

著
し
い
ア
ジ
ア
に
期
待
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
人
は
団
結
し

て
医
療
で
世
界
平
和
に
貢
献

す
べ
し
。
第
２
次
世
界
大
戦

直
後
の
１
９
４
６
年
に
生
ま

対
し
て
非
常
に
柔
軟
性
が
あ

る
。
台
湾
の
保
健
医
療
事
情

が
青
か
ら
良
い
の
は
、
当
時

の
優
秀
な
青
年
が
「
政
治
に

影
響
さ
れ
な
い
、
医
学
の
道

」

す
る
こ
と
を
決
定
。
当
時
の
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ

医
学
生
た
ち
が
今
や
4
0
～
5
0
る
。
「
理
由
な
き
親
切
は
誤

~
B
I
際
衛
生
行
動
隊
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
歳
に
な
り
、
社
会
の
重
要
な
解
さ
れ
る
」
と
。
「
愛
」
は

Ｆ
　
　
Ａ
が
ア
ジ
ア
各
国
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
地
位
で
活
躍
し
て
い
る
現
実
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
基
づ
く

池
ハ
の
支
脈
と
毘
、
白
内
障
に
は
感
璧
た
っ
た
。
欧
米
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

仙
籾
手
術
や
口
唇
口
蓋
裂
な
ど
、
　
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
は
ア
ジ
ア
1
5
カ
る
。
世
界
人
口
の
烈
詔
は

比
Ｗ
眼
科
や
形
成
外
科
手
術
を
行
徊
７
地
域
の
学
生
が
参
加
中
国
人
で
あ
る
。
中
国
人
の

　
　
　
う
こ
と
も
合
意
し
た
。
台
湾
し
、
毎
年
の
国
際
会
議
に
は
文
化
を
背
景
に
し
た
ス
ロ
ー
‘

万
Ｊ
　

の
医
療
界
で
大
き
な
影
響
力
４
０
０
人
以
上
が
集
ま
る
団
ガ
ン
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す

１

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
、
日
本
体
へ
成
長
。
ｏ
Ｂ
の
数
は
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
。

台湾國|衛ﾉ生行丿動l･との災害協定

の
医
科
大
学
を
卒
業
さ
れ
た

7
0
～
8
0
歳
以
上
の
先
生
方
か

ら
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
台
湾
国
際

衛
生
行
動
隊
の
協
力
体
制
に

支
援
の
表
明
を
頂
い
た
の
は

心
強
か
っ
た
。

　
驚
い
た
こ
と
に
、
台
湾
国

際
衛
生
行
動
隊
の
保
健
大
臣

を
選
ん
だ
か
ら
」
と
保
健
副

大
臣
が
説
明
さ
れ
た
。
’
台
湾

国
際
衛
生
行
動
隊
と
Ａ
Ｍ
Ｄ

直
下
で
4
0
歳
前
半
の
実
施
責
救
援
に
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
単
で
わ
か
り
や
す
い
定
義
を

任
者
が
、
同
行
し
た
Ａ
Ｍ
Ｓ
す
る
理
由
は
「
相
互
扶
助
」
　
し
て
ほ
し
い
。
「
相
互
扶
助
」

Ａ
（
ア
ジ
ア
医
学
生
連
絡
協
で
あ
る
。
台
湾
衛
生
行
動
隊
と
「
義
」
の
組
み
合
わ
せ
を
、

議
会
）
の
。
０
Ｂ
で
あ
る
岩
永
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
国
境
な
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
台
湾
国
際
衛
生

貴
隆
先
生
の
知
り
合
い
た
っ

た
。
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
は
8
0
年
に
私

が
創
設
し
た
団
体
で
あ
る
。

災
害
時
の
医
療
チ
ー
ム
派
遣

を
決
定
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
、
私
と
彼
と
の
聞
に
殷
殷

き
愛
」
で
あ
る
。
保
健
副
大
行
動
隊
の
協
力
体
制
の
意
義

臣
に
提
案
し
た
。
被
災
者
救
と
し
て
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し

援
医
療
活
動
の
時
に
「
何
故
た
い
。
私
の
提
案
に
保
健
副

で
に
５
０
０
０
人
を
越
え
て
　
多
く
の
中
国
人
が
信
仰
し

い
る
。
ア
ジ
ア
各
地
に
膨
大
て
い
る
道
教
の
奥
義
は
「
義
」

な
医
師
の
人
脈
が
存
在
し
て
だ
と
思
う
。
日
本
人
が
中
途

い
る
。
近
い
将
来
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
半
端
に
理
解
し
て
い
る
が
故

Ａ
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
に
真
の
相
互
理
解
が
達
成
で

し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
き
て
い
な
い
の
も
、
「
義
」
の

を
期
待
し
て
い
る
。
　
　
　
定
義
が
わ
か
ら
な
い
た
め
で

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
災
害
被
災
者
あ
る
。
「
義
」
と
は
何
か
。
簡

に
あ
な
た
は
私
た
ち
を
助
け

る
の
か
、
何
故
に
私
は
あ
な

た
を
助
け
る
の
か
」
に
答
え

大
臣
は
前
向
き
に
考
え
る
こ

と
を
約
束
し
て
く
れ
た
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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